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参議院議員
元 厚生労働副大臣

兵庫県全県選挙区選出（57歳）

●1955年12月27日神戸市生まれ
●芦屋市立岩園小・灘中・灘高を経て
　東京大学教養学部国際関係論分科卒業
●2007年参議院兵庫選挙区再選（当選 2回）
●厚生労働副大臣、参議院厚生労働委員長、
　民主党兵庫県連代表などを歴任
●現在、民主党税制調査会副会長
　民主党社会保障と税の一体改革調査会副会長
　民主党厚生労働部門会議税制担当主査
　民主党兵庫県連常任顧問
●加古川市在住　家族：妻、一男一女

〈後援会部内資料〉

　私、辻泰弘は、厚生労働副大臣や参議院厚生労働

委員長を務め、医療、年金、介護、障がい者福祉、

生活保護、薬事、雇用・労働、子育て支援、食品、

水道、生活衛生など、生活・暮らしに直結した政策課題

に取り組んできました。

　「厚生」は「生」を「厚くする」と書きますが、その「生」

とは、生活の「生」、人生の「生」、生命の「生」、

衛生の「生」、生身の人間の「生」である、その「生」を

「厚くする」ことこそが厚生労働行政の使命であり、

それ即ち政治の使命でもあると確信しています。

　私は、この「生を厚くする」ことをわが政治人生

の旗印としつつ、人間の幸せを追求する本来あるべき

政治の姿を求め、ともに生きる明るい未来を築くため、

人生の全てを捧げる決意です。

ナマ

辻 泰弘 後援会事務所

〒650-0004　神戸市中央区中山手通3-12-5　松田山手ビル2F
TEL 078-230-8824  FAX 078-230-8825
http://yasuhiro-tsuji.jp/

辻 泰弘（つじ やすひろ）プロフィール
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参議院厚生労働委員長に就任厚生労働副大臣に就任

日本栄養士連盟総会にて挨拶 健康保険組合全国大会にて挨拶
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政治とは人間の幸せの追求である！！
－政治の根底には熱い血が、温かい血が流れていなければならない－

平成23年9月5日～平成24年10月2日

参議院厚生労働委員会で答弁 厚生労働省での記者会見

春の叙勲式典で賞状を授与 東日本大震災の被災地視察

厚生労働副大臣として活躍!!厚生労働副大臣として活躍!!

　国民と社会全体の幸せには、「競争・効率・自己責任」に重点を置き
弱肉強食型社会を指向する政治に対峙し、「共生・公正・支え合い」を
理念とする政治が不可欠。社会保障、税制、教育、労働法制、中小
企業対策、男女の均等待遇などで格差拡大を解消し、共生の社会
づくりを進めるとともに、世界平和、環境保全、人権擁護に努めます。

共生・公正・支え合いの社会づくりを共生・公正・支え合いの社会づくりを共生・公正・支え合いの社会づくりを共生・公正・支え合いの社会づくりを！！！！共生・公正・支え合いの社会づくりを共生・公正・支え合いの社会づくりを！！

デフレを克服し、速やかな景気回復をデフレを克服し、速やかな景気回復をデフレを克服し、速やかな景気回復をデフレを克服し、速やかな景気回復を！！！！デフレを克服し、速やかな景気回復をデフレを克服し、速やかな景気回復を！！ 国民の幸せの根幹を支える医療を守る国民の幸せの根幹を支える医療を守る国民の幸せの根幹を支える医療を守る国民の幸せの根幹を支える医療を守る！！！！国民の幸せの根幹を支える医療を守る国民の幸せの根幹を支える医療を守る！！

人を大切にする経済社会の実現を人を大切にする経済社会の実現を人を大切にする経済社会の実現を人を大切にする経済社会の実現を！！！！人を大切にする経済社会の実現を人を大切にする経済社会の実現を！！

　国民生活の向上は経済・産業の発展なくして望めません。災害に
備えた耐震化、老朽施設の更新、生活道路・水道、情報通信などの
社会資本整備、医療関連など新たな産業発展に向けた研究開発税制
の拡充、国内の産業・雇用を守る見地からの物づくり産業に対する
支援・自動車税制見直し、再生可能エネルギー開発投資の促進、中央
銀行として最大限の金融政策、中小企業への金融支援、農林水産業・
地場産業の振興、観光資源の活用、交際費課税の緩和などを推進。

　資源なき日本の最大の資源は「人」「人材」です。日本の繁栄と国民
の幸せのためには、人を育て、国民の個性と能力が最大限に開花
され得る社会をつくっていかなければなりません。その視点に立ち、社会
保障、教育、雇用・労働などの制度の基盤の強化、司法制度の
改善などをはかり、人を大切にする経済社会の実現をめざします。

地域を守り、活性化するための改革を地域を守り、活性化するための改革を地域を守り、活性化するための改革を地域を守り、活性化するための改革を！！！！地域を守り、活性化するための改革を地域を守り、活性化するための改革を！！ 子どもの命を守り、社会全体で子育て支援を子どもの命を守り、社会全体で子育て支援を子どもの命を守り、社会全体で子育て支援を子どもの命を守り、社会全体で子育て支援を！！！！子どもの命を守り、社会全体で子育て支援を子どもの命を守り、社会全体で子育て支援を！！
　地域主権を確立するための改革をより一層進める見地から、国と
地方の協議の場をさらに活用。権限・財源の地方への移譲を強力に
推進。地域社会のきずなと国民生活の利便性を支えてきた郵便局・
郵政事業の公共的機能の維持・充実をはかるとともに、公共交通を
守り、地域の活性化をはかるための交通基本法の制定を推進します。

　安心の子育て、仕事と家庭の両立のため、保育所の待機児童の
解消をめざし、子育て支援予算の増額、認定こども園・保育所・放課後
児童クラブの増設、子ども家庭省の設置などを進めます。同時に、
少人数学級の推進、通学路などの安全対策、学校施設の耐震化、
いじめの防止、子ども虐待の防止、教職員の確保などに取り組みます。

働く人を大切にする雇用・労働環境の整備を働く人を大切にする雇用・労働環境の整備を働く人を大切にする雇用・労働環境の整備を働く人を大切にする雇用・労働環境の整備を！！！！働く人を大切にする雇用・労働環境の整備を働く人を大切にする雇用・労働環境の整備を！！ 国民生活に必要な社会保障を守る改革を国民生活に必要な社会保障を守る改革を国民生活に必要な社会保障を守る改革を国民生活に必要な社会保障を守る改革を！！！！国民生活に必要な社会保障を守る改革を国民生活に必要な社会保障を守る改革を！！
　雇用の安定と良好な労働環境は国民の幸せの源泉です。景気
回復、新たな産業・雇用の創出に全力を尽くすとともに、若年者雇用の
促進、職業訓練の拡充、男女間賃金格差の是正、派遣労働のさら
なる見直し、正規・非正規の格差是正、同一労働・同一賃金の法制化、
官制ワーキングプアの解消、最低賃金の引き上げ、労働基本権の確立、
タクシー事業の適正化などを推進。人間の存在の基本にかかわる
労働・安全・衛生・環境・生命・医療など必要な社会的規制は守ります。

　かつて国民生活の後退と格差の拡大を招いた機械的な社会保障
予算の削減は行わず、医療・年金・介護・生活保護・障がい者福祉など
の義務的経費増は、社会保障と税の一体改革、消費税の全額充当、
歳入庁の創設、国会改革・行財政改革などで予算確保。年金制度では、
各制度の一元化、最低保障機能の強化、基礎年金に対するマクロ
経済スライドの適用除外、税法上の所得区分「年金所得」の創設、
高所得者の給付減額などを推進。若い世代の将来の年金は確実に保障。

専守防衛の平和国家としての外交政策を専守防衛の平和国家としての外交政策を専守防衛の平和国家としての外交政策を専守防衛の平和国家としての外交政策を！！！！専守防衛の平和国家としての外交政策を専守防衛の平和国家としての外交政策を！！
　国民の生命・財産、国土を守ることは国政の最重要課題ですが、
言葉だけの強硬姿勢は、日本の安全を損なう危険性をはらんでいます。
日本の外交・安全保障の基軸である日米同盟の深化と専守防衛の
原則に基づいた防衛力の整備をはかりつつ、平和国家としての外交
政策を進めます。同時に、海上保安庁などの警備体制を強化し、尖閣
諸島など領土・領海の守り、海上輸送の安全確保に万全を尽くします。

　国民医療の充実をめざし、地域医療のための診療報酬改定、地域
医療再生基金の拡充、医療・介護従事者の処遇改善、歯科医療の
機能重視、医薬品販売の安全性確保、医療の事業税非課税、消費税の
損税解消、災害への備えなどをはかるとともに、医療保険への
公費投入拡充、高齢者医療拠出金制度の見直し、市町村国保の
一元化、建設国保などの維持、高額療養費の負担軽減、難病対策の
法制化などを推進します。国民皆保険の後退をもたらす政策には反対。
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